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最近の道内経済動向
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※現状判断の参考としている主要経済指標は�月実績が中心｡

●個人消費は持ち直しつつある
�月の大型小売店販売額 (全店) は､ 前年比���％増と�カ月連続で前年実績を上回った

(百貨店：同���％増､ スーパー：同���％増)｡�月の乗用車新車販売台数 (軽含む)は､ 同▲	�

％と�カ月連続で前年実績を下回った｡ 耐久消費財などで弱い動きが見られるものの､ 消費
税増税に伴う駆け込み需要の反動は払しょくされつつある｡
●住宅建築は減少傾向､公共工事は減速の兆し､設備投資は持ち直し基調

新設住宅着工戸数 (�月) は前年比▲
���％と�カ月連続で減少した (
－	月：前年同期比
▲
���％)｡ 消費税増税に伴う駆け込み着工の反動や建築単価上昇等を背景に､ 持家 (前年比
▲

��％)､ 貸家 (同▲�
��％)､ 分譲住宅 (同▲
���％) が揃って減少した｡ 公共工事請負金
額 (�月) は同▲���	％ (�
�億円) と�カ月連続で減少した (
－	月累計：前年同期比
��％
増)｡ 各発注官庁で
�カ月予算 (
�年度補正＋

年度当初) を
－�月期に前倒し執行したこと
や､ 前年の反動で減少したが､ 高水準を維持している｡ 設備投資は､ 各投資計画調査で企業
の前向きな動きが確認できるなど持ち直し基調にある｡
●生産は横ばい圏内

鉱工業生産 (�月) は前月比▲
�	％と�カ月ぶりに低下した｡ 収穫機械が増産となった一
般機械 (同���％上昇)､ 冬の需要に備えた在庫積み増しにより灯油が増産となった石油・石炭
(同

��％上昇)などが上昇した｡ 一方で､ 一部工程の遅れにより集積回路が減産となった電気
機械 (同▲���％)､ 東北復興工事の遅れにより
セメントが減産となった窯業・土石 (同▲���
％)､ 大雨による工場トラブルで新聞巻取紙や
印刷用紙が減産となったパルプ・紙・紙加工品
(同▲
��％) などが低下した｡

●輸出は拡大基調にある
�月の通関輸出額 (速報値)は､ 前年比▲
�
％
と�カ月ぶりに前年実績を下回ったが高水準で推
移している｡米国・中国向けに魚介類・同調整品
(同�
�	％増)が､また､ 北米向けに自動車部分品
(同
��	％増)などが増加｡ 半面､ 一部工場での設
備転換後､まだ本格出荷に至っていない化学製品
(同▲

�
％)が引き続き減少したほか､前年に�
隻の輸出実績があった船舶が全減となった｡
●観光は回復している

国内客が中心となる来道者数 (�月) は､ 前
年比▲
��％と�カ月連続で前年割れ｡ 集中豪
雨や台風による旅行キャンセルが影響した｡�
月の外国人入国者数 (速報値) は､ 同���	％増
と
�カ月連続で増加｡ 円安等を背景にアジア客
が引き続き好調に推移している｡

●雇用情勢は緩やかに回復している
�月の有効求人倍率 (パート含む常用) は前

年比��

ポイント上昇の��	�倍となった｡ �月
の新規求人数 (同) は前年比���％増と��カ月
連続で前年実績を上回った｡

(出所) 北海道経済産業局､ (一社)日本自動車販売協会連合会
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個人消費関連指標の推移

個人消費関連指標は､ 耐久消費財などを除き､ 消費税増
税に伴う駆け込み需要の反動は払しょくされつつある｡

(前年比､％･％ポイント)

大型小売店販売額(全店)
(前年比)
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(前年比､％)コンビニエンスストア

販売額(全店)
(左目盛)

(前年比､％)

乗用車新車販売台数(軽含む)
(右目盛)
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▲
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▲

消費税増税
(�％→�％)
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����年度税制改正により相続税法の一部が改正となりました｡ 本稿では､ ����年�月�日以
降に新たに適用される主な改正点と相続対策について紹介します｡

注目のポイントは基礎控除の引き下げ
今回の主な改正点は､ ①遺産に係る基礎控除
の引き下げ､ ②税率や税率区分といった税率構
造の見直し､ ③未成年者・障害者控除の引き上
げ､④小規模宅地等の特例の見直し､ などです｡
このなかで､ 注目のポイントは基礎控除の

引き下げです｡ 基礎控除は��		年以降､ 数度
の改正を経て拡大されましたが､ バブル崩壊
後の����年をピークに地価が下落したため､
相続税の負担が緩和されました｡ そこで､ 低
所得者層に負担感が重い消費増税に合わせ､
富裕層に対してより多くの相続税の負担を求
めるために､ 今回基礎控除が引き下げとなり
ました｡ ����年の相続税の課税割合 (注) は全
国で
��％ (北海道：��	％) となっています
が､ 今回の相続税法改正により全国ベースで
はこの割合が���％程度になるとみられます｡
現行の基礎控除額は ｢�
���万円＋(�
���万

円×法定相続人数)｣ ですが､ 改正後は ｢�
���
万円＋(���万円×法定相続人数)｣ と�割引
き下げられます｡ 夫が死亡し妻と子供�人が
	
���万円を相続した場合を試算しますと､ 現
行なら相続税はかかりませんが､ 改正後は���

万円の相続税が発生します (図表�)｡
一方､ 相続税増税の影響を緩和するため､

小規模宅地等の特例の見直しで､ 負担緩和の
措置も講じられています｡
(注) 被相続人数 (死亡者数) に対する相続税額があ

る申告書の提出に係る被相続人数の割合｡

全国に比べて現預金等の割合が高い北海道
ここ数年､ 円滑な遺産分割をするため公正

証書による遺言書の作成件数が増加するなど､
大切な財産を子孫に残すために､ 相続対策へ
の関心が高まっています｡ 国税庁の調査によ
ると､ 相続財産のうち ｢土地｣ の構成比が
���

％､ 家屋を含めると不動産が約半分を占めて
います｡ 一方､ 北海道は地価が安いこともあ
り､ ｢現預金等(����％)｣の構成比が最大となっ
ています (図表�)｡“不動産”による相続対
策はもちろんですが､ 道内では､ 非課税枠と
なる様々な生前贈与の活用や税額控除のある
生命保険への加入など､“お金 (相続財産)”
の圧縮の方が効果的とみられます (図表�)｡

もっとも､ 社長の高齢化が進展している道
内中小企業の場合は､ ｢事業承継対策 (自社
株対策)｣ とともに ｢オーナー経営者の相続
対策｣ を早い段階から計画的に進める必要が
あるでしょう｡
相続税法改正により､ 道内でも納税額等に少
なからず影響を与えることは間違いありません｡
今回の法改正は､ 遺産分割や生前贈与､ 事業承
継など､ 相続対策について考える一つのきっか
けになりそうです｡ (飯田 治)

図表� 相続税の試算額
�������	
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ＨＰ､ 国税庁
ＨＰ等を参考
に道銀地域総
合研究所作成
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図表� 相続財産の構成比 (����年)

(出所) 国税庁

図表� ｢現預金等｣に関する主な相続対策
�������
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(出所) 国税庁ＨＰ､ 新聞報道などを参考に道銀地域総合研究所作成
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相続税法改正のポイント

土地 家屋 有価証券 現預金等 その他

(構成比､％)
� �� �� �� �� �� 	� 
� �� �� ���

全 国

北海道 ��	
 �	� ��	� ��	� �
	�


�	� �	���	� ��	
 ��	�



� � � シリーズ③

“雪”と言えば､ ウインタースポーツなどの楽しいイメージを思い浮
かべる方がいる一方で､ 平穏な生活を脅かす“厄介者”として捉える方
も多いと思います｡ 沼田町ではこのような“厄介者”の雪をエネルギー
源とするなど､ 雪を地域資源として有効活用しています｡ 本稿では ｢雪
との共生｣ を通して地域活性化を図る同町の取り組みを紹介します｡

雪を使って米の付加価値を高める
沼田町は､人口�����人 (住民基本台帳､���	
年
月末現在) で､ 水稲を中心とする農業を
基幹産業とした町です｡ 夏になると､ 町内の
温泉周辺を流れる清流には数千匹のほたるが
飛び交うことから､ ほたるの町としても知ら
れています (写真�)｡ 気候は内陸型で四季
がはっきりしており､ 年間平均降雪量は���
を超えるほどの豪雪地帯です｡
“雪”は､ ウインタースポーツや ｢さっぽ
ろ雪まつり｣ を始めとする冬季イベントなど
に無くてはならない重要な地域資源です｡ し
かし､ 雪は時として交通渋滞や事故などを招
くことから､ 一般生活においては“厄介者”
として扱われがちです｡ 同町では､ その“厄
介者”である雪を活用した地域活性化に取り
組んでいます｡
同町が雪の活用をはじめたきっかけは､����
年の食糧管理法廃止による米の流通規制緩和
です｡ これによって､ 米の競争力向上が稲作
を基幹産業とする同町にとって重要課題とな
りました｡ 従来､ 米の乾燥などの作業は農家
が戸別に行っていましたが､ 品質の向上・安
定化を図るために､ 町が共同の乾燥・調製・
貯蔵施設を設置することとしました｡ 更に町
の特色を出すために“雪”に着目｡ そして､
雪が持つ冷熱エネルギーを冷房源とした ｢ス
ノークールライスファクトリー｣ を���
年に
設置しました (写真�)｡
この施設の特徴は､ 雪を冷房源とすること

によって､ 米の貯蔵に理想的な環境 (気温�

℃､ 湿度��％) を低コスト (注�) で保ち､ 食味
の低下を防ぐことができることです｡ この施
設から出荷される米は ｢雪中米 (せっちゅう
まい)｣ のブランド名で販売されており､ 道
内外の消費者からは ｢夏でも新米の香りと味

を楽しむことができる｣ として高評価を得て
います｡ また､ 雪が持つクリーンなイメージ
がブランド力の向上にもつながっており､ 毎
年完売するほどの人気となっています｡
(注�) 電力消費量は､ 同規模の電気冷房式施設と

比べ�／�～�／�程度｡

� ����� 調査ニュース �������

町ぐるみで“雪”を活用し地域活性化を図る
～沼

ぬま

田
た

町
ちょう

～

沼田町●

(写真�) ほたるの里
〈写真提供：沼田町〉

(写真�) スノークールライスファクトリー
〈写真提供：沼田町〉



雪の活用が町全体に広がる
スノークールライスファクトリーの運用開

始を機に町内では更なる雪の活用に向けた動
きが活発化しました｡
例えば､ ����年に雪冷熱エネルギーを活用

した雪室 ｢雪の科学館｣ を町が設置し､ 町民
に食品の貯蔵庫として無料開放しています｡
雪貯蔵の効果を試す ｢実験室｣ 的な意味を込
めて ｢科学館｣ と命名されましたが､ その
｢実験｣ の過程で ｢雪中みそ｣ ｢雪中そば｣
｢雪中じゃがうどん｣ といった多くの特産品
が開発されています｡ その他には､ 町内の施
設 (生涯学習センター､ 老人ホーム) の冷房
や､ 農作物の栽培施設 (イチゴ､ シイタケ)､
一般家庭の貯蔵庫にも雪が利用されるなど､
町ぐるみで雪の活用に取り組んでいます｡
これらの施設に雪を安定供給し､ 更なる活

用を図るための重要な施設が����年に設置さ
れた ｢沼田式雪山センター｣ です｡ 同施設は
冬が雪捨て場､ 夏が雪の供給基地としての役
割を担っており､ 最大で�万トン (町内にお
ける年間道路排雪量の約��分の�) の雪を保
管可能です｡ 堆積した雪山は､ バーク (木の
樹皮を破砕したもの) で覆い､ 断熱性能を高
めることによって雪の通年供給を可能として
います｡ 堆積した雪は上述した生涯学習セン
ターなどに供給されるほか､ 道内外の各種イ
ベントに向けて�トンあたり�����円～ (輸送
費別) で販売されています｡ 夏には､ 雪山セ
ンターの敷地内で ｢雪夏祭 (せっかさい)｣
を開催｡ スキー・スノーボード大会や雪合戦
などが行われており､ 避暑を求め町内外から
訪れる多くの来場客でにぎわっています｡
こうした雪の有効活用による地域活性化の

取り組みは全国的に注目を集めており､ 道内
外の自治体から多くの視察団が来訪するなど､
交流人口の増加にもつながっています｡

住民との協働で ｢明るい“幸”齢化社会｣を
現在､ 日本各地で人口減少が問題となって

います｡ 同町においても人口減少が進んでお
り､ 国立社会保障・人口問題研究所では､
����年における人口は���	�人 (����年比：▲

	��％)､ 高齢化率は���
％ (同����ポイント
上昇) になると予測しています (図表�)｡
人口減少は､ 同町内において､ 沼田厚生病

院の診療所化 (注�) といった医療サービスの低
下､ 空き店舗増加による中心市街地の空洞化､

空き家の増加による活力やにぎわいの低下な
ど多くの影響をもたらしています｡ このよう
な中､ 同町では､ 住民が安心して暮らせる持
続可能なまちづくりを推進するために､ ����

年から ｢沼田町農村型コンパクトエコタウン
構想｣ の策定を開始しました｡ 同構想で目指
しているのは､ 医療・福祉施設や住宅の集約
による利便性の向上､ 空き店舗のリノベーショ
ンによるコミュニティの活性化などを行うこ
とによって ｢明るい“幸”齢化社会｣ を実現
させることです｡
同構想の特徴的な点は､ 計画の策定段階か

ら住民を巻き込んで､ まちづくりを行ってい
ることです｡ 住民に主体性を持ってもらうこ
とによって､ まちへの愛着を深め､ 地域の未
来を担うリーダーの育成につなげる狙いもあ
ります｡ 策定開始当初は住民の間で戸惑いが
見られましたが､ 対話を重ねていくうちに､ 住
民からの意見や質問が活発化するなど､ 住民参
加によるまちづくりが進みつつあるようです｡

｢地域の問題は地域住民自身の問題である
という自覚が必要｡ 住民と一緒に地域の未来
を考えることが､ 住民ニーズに則した無駄の
無いサービスの提供につながる｣ と金平町長
は語ります｡ 行政と住民が一体となり､ 地域
の未来を決めていく同町の取り組みが､ 新た
な地方自治のモデルケースとなることが期待
されます｡
(注�) 外来・入院患者の減少による赤字の常態化

(赤字額は町が補填)､ 医療従事者の不足など
から����年�月に無床の診療所に転換した｡

図表� 沼田町の人口推移

(注) ����年までが国勢調査､ ����年以降が国立社会保障・
人口問題研究所の推計値

(出所) 総務省 ｢国勢調査｣､ 国立社会保障・人口問題研究所
｢日本の地域別将来推計人口｣

(山岸 義明)
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繊維リサイクル���％を目指し海外での古着販売に参入
～株式会社キョクサン (鷹栖町)～

�������	
� シリーズ

今後の人口減少による国内 (道内) 市場の縮小を睨み､ 様々な業種で海外マーケットに目を向
ける企業が増えています｡ 古衣料を原料にウエス (工業用雑巾) を製造・販売する㈱キョクサン
もそうした企業の一つです｡ 今回は､ 先行きのウエス需要減少が見込まれる中で､ 道内で回収し
た古衣料の���％再利用を目指しつつ､ 海外での古着販売事業に参入した同社を紹介します｡

�������	


■顧客の潜在ニーズを捉え事業発展につなげる ■原料の安定調達に向けた回収拠点の独自開拓
■繊維リサイクル推進による環境への貢献 ■海外進出による新規需要の取り込み

重機部品販売業からウエス製造・販売業へ
同社は����年､ 先代社長 (現・会長) が重

機部品販売業として創業しました｡ その後､
顧客から度々注文を受けていたウエス(注�)が､
流通商品として確立していなかったことに着
目｡ 顧客の潜在ニーズに応えるべく､ 商品と
してもっといいものを提供したいとの思いか
ら､ ウエスの製造・販売を専門的に行うよう
になりました｡ 現在では､ 原料となる古衣料
を回収 (調達) 後､ 素材別に��種類ほどに分
別し､ 使いやすいサイズに裁断・加工して商
品化｡ 吸収性や耐久性､ そして柔らかさなど
素材ごとの特徴を活かした商品を様々な用途
別に取り揃え､ 道内を中心に供給｡ ウエスの
製造・販売業としては､ 取扱量で道内トップ
クラスの地位を築いています｡
(注�) ウエスは､ 一般機械工場､ 自動車整備工場､

家具工場などで使われる工業用雑巾｡ 具体
的な用途は､ 精密機器の清掃､ 油やワック
スの拭き取り､ 洗車後の水分拭き取り､ 家
具の仕上げ磨き､ 床・窓の清掃など｡ 古衣
料や､ シーツ・タオルなどの古繊維を裁断・
加工して商品化される｡

回収拠点を独自開拓し原料を安定調達
実は､ 国内における古衣料の再利用率は�

割に満たないという調査結果があります｡ すな
わち､ 売られた衣料品の	割以上が家庭ごみ
として廃棄されているのです｡ 同社がウエスの
原料として調達する古衣料は､ ��年ほど前ま
では､ ほぼ全量を道外に依存していました｡
なぜなら､ 道内では古衣料の回収システムが
確立されていなかったからです｡ 同社では､ 様々
な素材のウエス原料を安定的に調達するため
には､ 道内で自社独自の回収システムを構築
するのが不可欠と判断｡ そこで回収拠点とし
て着目したのが自治体でした｡ 道内の各自治
体を個別に訪問し､ 古衣料リサイクルの重要
性について理解を求め続けてきた結果､ 現在
では道内���市町村のうち､
割弱に当たる���

市町村 (����年
月末現在) が同社の回収拠
点となっています｡ 道内での古衣料回収割合
は全体の�割にまで高まっていますが､ タオル
地など一部の素材はまだ道外からの仕入れに
依存しています｡ このため､ 回収拠点の更な
る拡大に積極的に取り組み､ 自社拠点を通じ
た回収量の増加を図っているところです｡
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用途別に梱包されたウエス商品古衣料の分別作業



カンボジアで古着販売事業に参入
ウエスの国内需要は､ 工場数の減少や､ 代

替品 (レンタルウエスや紙ウエス) の使用増
加などから､ 減少傾向で推移すると見込まれ
ています｡ また同社では､ �年前に新たに制
定した経営理念において､ 繊維リサイクルに
携わる企業として､“自社で回収した古衣料
については���％再利用を目指す”ことを掲
げました｡ 回収した古衣料の中には､ その素
材種類などからウエスの原料に適さないもの
も含まれていますが､ その中には古着として
十分再利用が可能なものもあり､ それらをど
う事業に取り込んでいくかが課題でした｡ こ
うした中､ 所得格差の広がり等を背景に､ 古
着市場として今後の需要拡大が見込める東南
アジアに注目したのです｡ ����年�月､ 古衣
料の輸出会社として ｢㈱リソース・クリエー
ション・ＪＡＰＡＮ｣ を設立｡ その後�年を
かけて市場調査を行い､ 今年�月､ カンボジ
ア (プノンペン市内) に､ 古衣料の輸入・販売
会社として現地法人〈会社名：ＣＨＩＨＩＲＯ
(チヒロ)〉を設立するとともに､ 古着の直営販
売店舗〈店舗名：ＭＩＤＯＲＩ (ミドリ)〉を
開設しました｡ 現在､ カンボジア向けには�

カ月当たり､ 古衣料�	ｔ (コンテナ�本､ Ｔ
シャツ換算で
万�千着相当) を輸出｡ うち
�ｔを直営店舗で販売し､ 他は現地のバイヤー
向けに販売しています｡ 輸出した古衣料全量
を現地のバイヤーに売ることも可能ですが､
あえて直営店舗での販売にこだわるのには理
由があります｡ ｢経営理念にあるように､ ���

％再利用を目指す以上､ 最後 (エンドユーザー
が古着に袖を通すところ) まで見届けたいと
いう強い思いがある｡ 直営店舗ではエンドユー
ザーの笑顔を直接見ることができるのです
〈山崎専務談〉｣

東南アジアでの事業拡大を視野
カンボジアへの進出から�カ月余りが経過｡
直営店舗では､ 低所得者層をターゲットに､
�着当たり
�～���円程度で販売 (他の小売
店では���～�����円) していますが､ 日本の
古着に対する評価の高さ (品質面､ 信用力)
を背景に､ 販売は順調に推移しているようで
す｡ 同社では､ �カ月当たりの輸出量を現在
のコンテナ�本から�本に増やすことを当面
の目標としており､ 道内自治体との連携を更
に強化するとともに､ 道外拠点 (仙台営業所)
やリサイクルショップなど回収ルートの多様

化を図るなど､ 回収量の増加に向けて注力中
です｡ まずは､ カンボジアでの多店舗化を図
り､ その後は､ タイ､ ミャンマー､ ラオスな
ど近隣国に販売拠点を広げたい考えであり､
また将来的には､ 現地に古着選別工場を建設
し､ 東南アジアでの繊維リサイクル事業を本
格化させたい構想も併せ持っています｡

グローバルな市場において､ 新たな需要取
り込みを図り､ 繊維リサイクル推進を通じて
環境に貢献する同社への注目度は､ 今後益々
高まりそうです｡ (黒瀧 隆司)
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【会社概要】

本 社 上川郡鷹栖町�線��号���番地	�(鷹栖工業団地内)

�：��

－�	－���	 �
�：��

－�	－��	�
営業所 札幌､ 仙台
設 立 ����年�月 (創業��	�年)
代表者 山崎 みどり
資本金 �����万円
売上高 �億�����万円 (����年�月期)
従業員 ��人
事業内容 ウエス製造販売､繊維回収業務､工業用消耗品販売
ＵＲＬ ������������������ �!��"�

直営販売店舗 (プノンペン市内)
(上：外観､ 下：店内の様子)
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